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◇告     示◇ 

 

阪神水道企業団告示第23号 

 阪神水道企業団企業の業務状況の作成及び公表に関する条例（昭和27年条例第60号）第３条の

規定に基づき、令和７年度上半期分阪神水道企業団水道事業の業務状況を次のとおり公表する。 

  令和７年11月28日 

阪神水道企業団      

企業長 吉 田 延 雄  
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事業の概況 

琵琶湖流域の降雨量について、６月は梅雨前線の影響を受け平年よりも多雨であった。対し

て、７月及び９月は高気圧に覆われやすかったため、平年よりも少雨であった。上半期の総降雨

量は847㎜で、平年比の81％であった。 

上半期の琵琶湖水位の平均値は-13cm（最高値27cm、最低値-52cm）であり、過去５年の平均値

（-21cm）と比べ、やや高い値であった。 

木津川水系の高山ダム及び青蓮寺ダムにおいては、９月３日から同月11日の間に10％の取水制

限が実施されたものの、構成市への給水に影響はなかった。 

水質の状況については、９月中旬から琵琶湖でかび臭原因物質（ジェオスミン）の濃度が増加

し、浄水場着水原水において最大で237ng/Lを検出（９月18日臨時検査時）したものの、浄水でか

び臭は感じられず構成市への影響はなかった。 

経営面においては、減価償却費等の執行がないため5,339,350,653円の当期純利益が生じ、前期

未処分利益剰余金4,721,097,113円と合わせた当期未処分利益剰余金は10,060,447,766円となっ

た。 
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